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第
五
回
村
民
文
化
祭
が
十
一
月
一
日

j
二
日
の
二
日
間
、
集
落
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
聞
か
れ
延
べ
七
五
O
人
が
訪
れ

て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
菊
花
・
盆
栽
・

書
道
・
絵
画
・
写
真
・
俳
句
・
短
歌
・

マ
ン
ガ
・
詩
画
・
趣
味
の
作
品
な
ど
例

年
に
な
く
数
多
く
の
笹
原
理
警
れ
、

協
賛
事
業
と
し
て
も
、
農
協
コ
ー
ナ
ー

や
森
林
組
合
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
即
売
が

行
わ
れ
、
婦
人
会
バ
ザ
ー
も
両
日
大
盛

況
の
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は

か
村
内
小
中
学
生
の
音
楽
発
表
会
勺
グ

ル
ー
プ
発
表
会
o
，
良
い
映
画
を
見
る

会
々
が
企
画
さ
れ
、
一
日
の
午
前
中
開

か
れ
た
音
楽
発
表
会
に
は
、
村
内
の
小

中
学
生
二
百
七
O
名
と
父
兄
が
見
守
る

中
で
生
徒
が
次
々
と
舞
台
に
立
ち
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
日
頃
の

Jミわカ込昭和55年11月22日発行(1) 

成
果
や
発
表
し
あ
う
と
、
お
互
い
に
拍

手
を
し
あ
っ
て
す
ば
ら
し
い
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
今
回
初
め
て
グ
ル
ー
プ
発

表
会
が
行
わ
れ
、
詩
吟
や
踊
h
y
な
ど
が

披
露
さ
れ
る
と
観
客
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
祭
は
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表

す
る
機
会
と
し
て
絶
好
の
場
で
あ
D
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
生
ま

れ
て
参
加
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す。
一
一
日
の
良
い
映
画
ぞ
見
る
会
で
は
、

マ
ン
ガ
二
本
と
劇
映
画
「
看
護
婦
の
オ

ヤ
ジ
が
ん
ば
る
」
砂
上
映
し
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

「
草
木
愛
好
会
」
「
詩
吟
愛
好
会
」
「
婦

人
会
」
な
ど
の
積
極
的
な
参
加
が
見
ら

れ
年
々
、
村
民
文
化
祭
ら
し
い
内
容
に 霊童
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丹精こめて育てられた菊と盆栽

近
づ
く
よ
う
す
が
う
か
が
え
て
関
係
者

は
喜
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
の
作
品
で
審
査
の
あ
っ

た
菊
花
、
盆
栽
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
@
菊
花
展
(
出
品
数
三
ニ
点
)

金
賞
上
久
保
ス
ミ
子

銀
賞
向
井
蔦
子
・
藤
岡
三
枝
子

銅
賞
大
野
タ
ケ
・
清
水
道
則

佳
作
藤
田
ミ
ツ
エ
・
清
水
房
子

矢
野
シ
ゲ
ヲ

@
盆
栽
展
(
出
品
数
回
一
点
)

金
賞
梅
木
安
夫

銀
賞
作
見
弘
幸

銅
賞
児
玉
田
義
・
日
野
重
樹

佳
作
松
本
満
義
・
梅
木
安
夫

大
野
哲
夫

。
書
道
展
(
出
品
数
六
O
点
)

@
絵
画
展
(
出
品
数
八
九
点
)

。
写
真
展

(

H

六
四
点
)

。
俳
句
展

(

H

ニ
四
点
)

@
短
歌
展

(

H

一
O
点
)

'
@
マ
ン
ガ
展

(

H

ニ
ニ
点
)

。
詩
画
展

(

H

一
八
点
)

@
趣
味
の
作
品

(
H

四
六
点
)

総
数
回
O
六
点

吉田町北小路宮 2-06日O.

河辺村人口動態

人口

男

女

647 

2，009 

1，016 

( S. 55. 10月園調)

世帯数

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

日ごろの成果を発表し合った小中学生

年
頭
か
ら
激
動
の
幕
明
け
と
云
は
れ

た
八
十
年
代
へ
き
頭
の
今
年
は
、
予
想

に
違
わ
ず
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
異
常
な

熱
夏
、
西
欧
の
騒
じ
よ
う
、
又
圏
内
に

お
け
る
冷
夏
の
被
害
、
相
つ
ぐ
大
火
の

発
生
等
々
、
波
ら
ん
ぶ
く
み
の
歳
末
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
た

す
ら
故
郷
を
守
っ
て
い
た
だ
く
村
民
の

皆
さ
ん
の
、
不
屈
の
御
健
闘
を
心
か
コ

念
じ
て
お
D
ま
す
。
さ
て
こ
の
た
び
私

こ
と
、
去
る
十
月
二
十
日
、
大
き
な
希

望
と
決
意
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
た
大
森

高
知
氏
の
後
を
v

つ
け
て
、
翌
二
十
一
日

付
で
河
辺
村
助
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た。過
去
四
ヶ
年
教
育
長
と
し
て
本
村
の 993 

718 

2，810 

666 

2，368 

( S. 44. 10因調)

人口

( S. 50. 10園調)

世帯数

世帯数

人口
助

2役
イ申

教
育
行
政
を
預
h
y
、
非
力
の
身
が
皆
さ

ん
の
翻
支
援
を
得
て
、
河
辺
小
学
校
の

統
合
、
各
小
学
校
の
プ
l
ル
建
設
、
中

学
校
庭
整
備
並
び
に
教
員
住
宅
建
設
等

L
そ
の
成
果
は
た
と
え
わ
ず
か
で
も
、

形
に
残
る
仕
事
ぞ
遂
げ
ざ
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
て
お
れ
ま
す
の

今
後
も
、
農
山
村
住
民
の
生
き
抜
い

て
行
く
道
は
、
白
か
ら
が
開
拓
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
厳
し
い
時
代

が
続
く
と
思
い
ま
す
。

従
来
、
対
外
的
に
和
を
欠
く
村
と
の

印
象
を
与
え
勝
ち
だ
っ
た
諸
々
の
誤
解

を
ほ
ぐ
す
努
力
を
続
け
な
が
ら
、
恵
ま

れ
た
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
つ
つ
、
人

情
の
豊
か
さ
を
誇
っ
た
伝
統
に
還
り
、

村
民
二
千
余
人
が
信
じ
合
い
、
助
け
合

う
住
み
良
い
村
づ
く
り
の
為
、
村
長
補

佐
の
任
務
に
徹
し
、
全
力
を
つ
く
し
て

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
o

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
村
教
育
長
に
ご
推
挙
点
ぜ

い
た
だ
き
去
る
十
月
二
十
一
日
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
o
誠
に
あ
り
が

た
く
光
栄
に
存
じ
て
お
D
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
村
の
教
育
は
極

め
て
正
常
に
進
展
い
た
し
て
お
り
ま
し

て
、
こ
れ
ひ
と
え
に
自
治
機
関
、
歴
代

教
育
委
員
、
教
育
関
係
者
の
ご
努
力
と
、

さ
ら
に
は
村
民
各
位
の
教
育
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
心
か
ら
敬
意
ぞ
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
こ
の
教
育
界
に
席
を
置
く
こ
と
に

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
o

昨
今
と
く
に
、
地
方
の
時
代
、
教
育

教
育
長
智

葉

昌

人

文
化
の
時
代
と
強
調
さ
れ
、
物
質
優
先

の
考
え
方
か
ら
か
心
の
豊
か
さ
u

生
き

が
い
を
求
め
る
地
域
づ
く

hy
へ
と
生

涯
教
育
の
あ
h
y
方
が
大
き
な
行
政
課
題

と
な
っ
て
お
D
ま
す
o

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
村
を
は
じ
め

行
政
各
機
関
や
教
育
関
係
者
と
連
携
を

深
め
、
教
育
行
政
の
使
命
で
あ
る
「
教

育
環
境
の
整
備
と
教
育
の
中
昧
の
質
的

向
上
」
な
ど
に
微
力
を
尽
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

判
官
は
、
も
と
よ
り
不
勉
強
で
職
責
に

要
求
さ
れ
る
知
識
、
識
見
な
ど
の
畜
え

は
あ
hu
ま
せ
ん
が
、
過
去
三
一
O
年
近
い

永
い
問
、
皆
様
の
ご
温
情
の
中
で
体
得

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
行
政
経
験
を

唯
一
の
支
え
と
し
て
頑
張
D
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
に
?
と
ぞ
皆
様
の
変
り
な
い
ご
支
援
を

お
ね
が
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

'
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F
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事
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事
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a
z
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a
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事
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事
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一
十
一
月
初
め
の
連
休
、
久
し
ぶ
り
ト
リ
l
ト
に
入
る
と
、
紅
白
の
幕
が
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一

一
に
ふ
る
さ
と
の
土
や
踏
ん
だ
。
は
hu
め
ぐ
ら
さ
れ
ち
い
る
o
秋
祭
と
こ
の
よ
う
に
、
帰
郷
す
る
毎
に
ふ
町

一
壬
生
川
駅
か
ら
大
洲
駅
ま
で
特
急
思
い
き
や
「
文
化
祭
」
と
い
き
」
と
る
さ
と
河
辺
村
の
発
麗
ぷ
hu
に
は
百
一

一
列
車
で
約
二
時
間
。
列
車
の
窓
か
ら
だ
。
河
辺
小
学
校
の
校
舎
に
は
「
あ
を
見
は
る
も
の
が
多
い
。
産
業
、
経
一

一
の
眺
め
は
や
は
h
y
な
つ
か
し
い
。
長
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
大
済
、
交
通
、
教
育
、
文
化
等
色
々
な
一

時
浜
も
十
年
前
と
比
べ
る
と
見
違
え
る
き
な
看
板
が
掲
示
し
て
あ
る
o
元
大
面
で
、
私
の
子
供
の
頃
に
比
べ
る
と
一

一
程
の
変
わ
D
方
で
あ
る
。
伍
小
学
校
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
勤
め
誠
に
隔
世
の
感
が
す
る
。
こ
れ
も
、
一

明
大
洲
か
ら
は
兄
の
車
に
便
乗
さ
せ
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
l
「
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
D
」
を
富
田
町

一

て

も

ら

う

。

道

路

も

よ

く

整

備

さ

れ

一

'

・

A

一
し
て
、
村
長
さ
ん
を
中
心
に
村
民
一
叩

守

主

比

べ

て

交

霊

も

少

く

ま

さ

一

に

む

仁

一

体

と

な

っ

て

尽

力

さ

れ

た

結

果

で

あ

一

即
に
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
と
い
ゆ
っ
一

'
'
9
E
-

寵

一

ろ

う

。

町

一

感

じ

だ

。

肱

川

も

な

つ

か

し

い

。

驚

一

と

望

一

司

一

「

毒

矢

の

如

し

」

l

l

o

私

こ

一

い

た

の

は

肱

川

流

域

の

山

々

の

宗

一

さ

本

一

ふ

る

さ

と

を

離

れ

て

か

ら

、

い

つ

の

一

時
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
被
一
.
叫
|
一
聞
に
か
十
七
年
も
の
議
月
が
流
れ
去
町

一

害

は

予

想

以

上

で

あ

る

。

一

る

町

山

一

っ

て

し

ま

っ

た

o

現

在

は

周

霊

二

一

鹿

野

川

を

過

ぎ

る

と

急

に

道

路

も

一

ふ

伸

一

松

町

に

居

毒

ぇ

、

近

く

の

東

予

市

一

町
狭
く
な
h
y
カ

l

ブ

も

多

く

な

る

が

、

一

;

民

ノ

一

立

壬

生

川

小

学

校

に

勤

務

さ

せ

て

も

一

時

舗

装

さ

れ

て

い

る

の

で

苦

痛

は

感

じ

「

I

l

l

i

-

-

-

ー

し

ら

っ

て

い

る

。

町

一
な
い
。
一
昔
前
の
デ
コ
ボ
コ
道
に
比
た
こ
と
が
あ
D
、
ひ
と
き
わ
な
つ
か
遠
く
離
れ
れ
ば
こ
と
さ
ら
に
、
ふ
一

時
べ
る
と
雲
泥
の
差
で
あ
る
o
河
辺
村
し
い
。
廃
校
に
な
っ
た
の
は
淋
し
い
る
さ
と
の
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
一

一
に
入
る
と
何
と
な
く
身
が
ひ
き
し
ま
が
「
郷
土
資
料
館
」
と
し
て
立
派
に
出
す
も
の
だ
。
私
を
は
ぐ
く
ん
で
く
一

一
る
思
い
が
す
る
。
緑
に
包
ま
れ
た
山
生
か
さ
れ
て
い
る
。
四
年
間
大
伍
地
れ
た
ふ
る
さ
と
に
何
の
恩
返
し
も
で
一

一
や
川
。
一
本
一
本
の
木
、
一
つ
区
の
方
々
に
は
公
私
共
に
一
方
な
ら
ぎ
な
い
こ
と
を
残
念
に
号
。
河
辺
一

一
一
つ
の
岩
が
私
に
何
か
を
語
り
か
け
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
。
教
生
J

事
専
村
の
増
々
の
ご
発
展
を
蔭
な
が
ら
心
町

一
て
く
る
よ
う
だ
o
植
松
の
メ
イ
ン
ス
で
は
社
会
人
と
し
て
立
派
に
活
躍
し
か
ら
祈
る
も
の
で
あ
る
。
一

掃毒剤
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e
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事
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z
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h
y
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会員三受給 植松分館が待望の優勝賭砧普賢
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対
抗
種
目

に
よ
る
順
位

は
次
の
と
お

D
で
す
。

優

勝植
松
分
館

準
優
勝
坂
本

H

敢
闘
賞
大
伍

H

努
力
賞
北
平
H
H

対抗種目採点表
分間|植松|坂本l大伍|北平

3 

3 

31. 5 

1.5 

4 

28 120.5 

き

言十

4 

3 

2 

2 

4 

3 

2 

2 

3 

3 

3 

2 

3 

4 

2 

30 

4 

2 

2 

3 

3 

2 

4 8|得点かせぎI1. 5 

91年代別リレー岡I4 

出代年

4 

3 

3 

争

転

71出たとこ勝負

101引越しお手伝い

21=二人三脚玉けり

競

選

き

号|

馬

全

31狭

111網

51竹

61安

あわてると、引越しお手伝い、、もままならず

し
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
い
る
o

p
h
そ
の
中
で
も
窃
盗
、
暴
力

t
h
r

犯
が
断
然
多
い
。
と
こ
ろ

ね
が
親
も
教
師
も
全
く
知
ら

〉
な
か
っ
た
と
警
察
署
の
知

U
「
ら
せ
に
驚
い
て
い
る
の
が

実
状
、
ま
た
単
独
犯
よ
hu

グ
ル
ー
プ
で
の
集
団
犯
罪
が
特
徴
だ
と

い
う
。

O
子
育
て
の
責
任
は
親
で
あ
り
、
教
師

や
社
会
で
は
な
い
こ
と
を
親
は
再
確
認

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

O
環
境
に
育
つ
子
供
達
・
・
・
・
・
・
現
代
社
会

環
境
に
欠
陥
も
あ
る
が
全
責
任
者
は
や

っ
ぱ
D
親
で
あ
る
。
決
し
て
社
会
悪
や

公
害
か
の
よ
う
な
ノ
ン
キ
さ
で
は
つ
ま

ら
ん
話
だ
。

O
親
の
心
子
知
ら
ず
、
子
の
心
親
知
ら

ず
・
・
・
・
・
・
・
・
・
人
聞
は
当
然
の
こ
と
少
し
は

疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

わ
が
子
の
交
友
関
係
や
小
使
い
使
用
状

況
、
社
会
道
徳
の
わ
き
ま
え
方
な
ど
に

目
を
配
っ
て
、
親
が
子
育
て
を
真
剣
に

見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
。

O
家
庭
で
特
定
日
を
定
め
、
本
人
に
は

知
れ
な
い
よ
う
に
子
供
の
行
動
診
断
と

そ
の
対
応
策
を
要
望
し
た
い
。

O
駐
在
所
の
某
お
ま
わ
り
さ
ん
が
、
河

辺
に
も
都
会
な
み
の
犯
罪
が
あ
る
と
話

さ
れ
た
こ
と
が
耳
に
の
こ
っ
て
い
る
。

平
和
、
純
朴
を
誇
る
河
辺
に
い
っ
、
ど

こ
で
い
ま
わ
し
い
犯
罪
が
起
ら
な
い
と

は
断
一
言
で
き
な
い
。

O
成
績
優
先
主
義
の
教
育
家
庭
、
学
校

に
ま
か
せ
っ
き
り
の
家
庭
、
経
済
優
先

の
働
き
者
の
家
庭
、
子
ど
も
の
こ
と
は

4 

自
由
放
任
主
義
の
家
庭
な
ど
、
と
き
に

は
自
分
自
身
の
教
育
観
の
反
省
も
必
要

か
と
思
う
。

O
次
代
を
担
う
大
切
な
青
少
年
で
あ
る
。

今
ひ
そ
か
に
悩
む
子
育
て
中
の
親
の
た

め
に
今
こ
そ
、
地
域
社
会
ぐ
る
み
で
協

力
す
べ
き
で
あ
り
、
協
力
面
の
多
い
こ

と
も
つ
け
て
わ
え
て
お
き
た
い
。
(N) 

2 位順
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(2) 第 54号~ミ

十
一
月
二
十
一
日
、
河
辺
中
学
校
を

会
場
に
、
喜
多
郡

P
T
A研
究
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
達
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

P

T
A会
員
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

諸
問
題
に
つ
い
て
、
都
内
全
小
中
学
校

単
位

P
T
A会
員
一
六
一
い
名
が
参
加
、
終

始
熱
心
な
研
究
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
開
会
行
事
の
あ
と
、
北
平

小
学
校

P
T
Aの
「
し
つ
け
暦
の
活
用

に
よ
っ
て
、
よ
り
健
全
な
個
を
育
て
る

学
習
活
動
と
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
実

践
報
告
、
研
究
発
表
を
は
じ
め
、
次
の

五
つ
の
分
科
会
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
l
マ
に
よ
っ
て
問
題
提
起
、
研
究
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
は
「
自
ら
考
え
、
正
し

く
判
断
し
、
進
ん
で
行
動
で
き
る
子
供

を
育
て
る
家
庭
教
育
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
」
第
一
一
分
科
会
は
「
子
供
の
自
主
性
を

伸
ば
し
、
た
く
ま
し
い
子
供
を
育
て
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

第
三
分
科
会
は
「
子
供
の
豊
か
な
人

わ

間
性
を
培
う
た
め
に
、
親
と
し
て
伺
を

ど
う
学
習
す
れ
ば
よ
い
か
」

第
四
分
科
会
は
「
子
供
の
豊
か
な
人

間
性
を
培
う
た
め
、
会
員
の
意
識
を
高

め
る

P
T
A活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

第
五
分
科
会
は
「
地
域
住
民
の
倫
理

観
の
確
立
と
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
に

努
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

午
後
は
河
辺
村

P
連
会
長
本
山
清
明

氏
の
司
会
で
全
体
会
が
聞
か
れ
、
各
分

科
会
の
模
様
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
o

そ
の
後
、
「
書
道
と
良
寛
ざ
ま
」
と

題
し
て
、
宗
真
寺
住
職
、
杢
竜
賢
宗
老

師
の
講
演
が
あ
り
「
書
は
大
自
然
の
理

を
現
わ
す
、
と
い
う
草
書
運
筆
二
理
七

則
、
並
び
に
草
体
八
規
以
汁
悼
の
心
髄
に

つ
い
て
」
の
お
話
し
は
、
議
々
と
し
て
聞

く
人
自
ら
身
を
の
り
だ
し
、
こ
と
に
、

お
師
匠
様
の
掛
軸
を
前
に
さ
れ
て
は
、

往
時
点
官
想
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
ヨ
か
し

ば
し
絶
旬
、
そ
の
声
涙
は
老
師
の
お
人

柄
を
偲
ば
せ
、
こ
と
の
ほ
か
印
象
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

ヌうλ

河
辺
の
植
物
h

シ
リ
ー
ズ
川

「
モ
ミ
ジ
」
と
「
カ
エ
デ
」

モミジ

昭和55年11月22日発行

秋
と
い
え
ば
紅
葉
で
あ
ろ
う
o
モ

ミ
ジ
は
、
紅
や
黄
に
「
探
ミ
出
ヅ
」

こ
と
に
よ
り
、
ま
た
カ
エ
デ
は
、
葉

を
「
厳
手
」
に
見
た
て
た
こ
と
に
よ

る
と
言
う
o

従
っ
て
、
両
者
の
分
類
学
的
な
区

別
は
な
く
、
す
べ
て
カ
エ
デ
科
、
カ

エ
デ
属
に
所
属
す
る
o

河
辺
に
自
生
が
多
く
、
従
栽
や
庭

木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
で
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、

タ
カ
オ
カ
エ
デ
な
ど
と
も
一
言
う
o

カ
エ
デ
属
は
園
内
に
二
十
三
種
、

村
内
に
は
十
数
種
の
自
生
が
あ
る
。

河
辺
は
小
田
深
山
と
並
ん
で
、
カ

エ
デ
属
の
県
下
有
教
の
自
生
地
で
、

村
木
と
し
て
モ
ミ
ジ
が
指
定
さ
れ
た

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
o
モ
ミ

ジ
ぞ
県
木
と
し
て
い
る
の
は
、
広
島

県
で
あ
る
o

r
t

一
老
人
ク
ラ
ブ
の
第

台

H

4

一品

一

リ

期

一

回

運

動

会

が

十

一

れ

て

ヰ

月

五

弓

大

伍

分

館

汚

し

れ

で

聞

か

れ

て

有

友

会

川

幸

品

ラ

長

以

下

七

O
名
の
会

ド
だ
い
ん
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

当

こ

時

十

時

に

開

会

式

が

寸

初

行

わ

れ

有

友

会

長

の

み

よ

一

あ

い

さ

つ

の

後

、

村

長
、
村
議
、
教
育
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
中
山
選
手
の
選
手
宣
誓
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
o
始
め
て
ま
も
な
く
小

雨
が
降
D
は
じ
め
続
行
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
予
定
の
種
目
を
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
、
午
後

の
懇
親
会
で
は
婦
人
会
の
か
た
き
出
し
。

班
で
作
ら
れ
た
、
お
に
ぎ
り
や
芋
だ
き

を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
来
年
は
気
候
の

良
い
時
期
に
実
施
し
て
毎
年
続
け
る
よ

う
に
し
よ
う
J

」
と
意
気
さ
か
ん
な
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
o

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
運
動
会
だ
け

に
老
人
グ
ラ
ブ
全
体
的
な
盛
り
上
が
り

ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
よ
か

っ
た
」
と
大
変
満
足
さ
れ
た
よ
う
す
で

し
た
o

熱心に研究討議された全体会

パットパットゴルフを楽し

むお年寄り

て
乗
車
の
意
志
表
示
を
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
曲
が

り
角
、
見
透
し
の
患
い
場

所
、
他
の
交
通
の
支
障
と

な
る
場
所
で
の
お
待
ち
合

せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

早
目
に
乗
務
員
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
交
通
の
状

況
、
そ
の
他
に
よ
り
指
定

の
場
所
よ
り
前
後
し
て
停

車
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

国
鉄
パ
ス
大
洲
自
動
車
営
業
所

(
口
八
九
三
二

)
l四
一
二
六
八

降
り
る
時

中
大
成
飲
料
水
供
給
施
設

肱
川
涜
域
を
き
れ
い
に
し
よ
う

県
下
で
最
大
の
河
川
「
肱
川
」
は
今

日
、
次
第
に
汚
染
の
度
合
が
悪
化
し
た

た
め
に
、
魚
類
等
の
生
息
も
危
険
な
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
o

肱
川
流
域
に
い
ら
れ
る
皆
さ
ん
我
が

身
に
な
り
、
我
が
子
を
思
う
気
持
で
肱

川
を
愛
し
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
oωし

尿
浄
化
槽
の
正
し
い
管
理

ω畜
産
排
水
の
再
利
用

ω河
川
の
富
栄
養
化
防
止

※
家
庭
か
ら
生
ず
る
ゴ
ミ
を
。
河
川
に

う明捨
/でて
、な

住い

雲流
員さ
がな
'L' ¥..、
ち〈勾

けこ
まと
しカぐ

よ大

~ f' p 

部
落
は
自
然
に
生
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
一

人
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

部
溶
の
起
源
に
つ
い
て
、
今
な
お

ド
次
の
よ
う
な
偏
見
に
よ
っ
て
根
強
く

「
桟
っ
て
い
ま
す
。

十
「
人
種
が
違
う
の
で
は
な
い
か
げ
一

寸
「
職
業
が
違
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
己

寸
「
宗
教
が
違
う
か
ら
で
は
な
い
か
以

↓
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
方
は
、

「
学
問
的
に
も
何
の
根
拠
も
な
い
も
の

(
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
戦
国
時
代
は
下
刻
上
(
実
力
の
あ

「
る
者
は
誰
で
も
高
い
身
分
に
な
れ
た

ず
代
り
に
、
貴
族
や
武
士
で
も
戦
い
に

す
敗
れ
る
と
下
層
民
に
な
り
没
落
し
て

寸
し
ま
う
。
)
と
い
わ
れ
た
時
代
で
、
そ

↓
れ
ま
で
の
階
級
や
身
分
は
ほ
と
ん
ど

↓
く
ず
れ
、
氏
素
姓
も
わ
か
ら
な
い
者

-
が
領
主
と
な
り
、
知
恵
と
才
覚
と
力

↑
量
が
あ
れ
ば
誰
で
も
大
名
に
な
れ
る

十
乱
世
で
し
た
o
こ
の
時
代
を
背
景
に

十
し
て
、
貧
農
の
子
の
秀
吉
や
小
士
一
一
豪

時
の
出
の
家
康
が
天
下
を
と
る
こ
と
が

4

で
き
ま
し
た
が
、
い
っ
た
ん
自
分
が

↓
天
下
を
と
る
と
自
分
と
同
じ
よ
う
に

⑧ ⑤ 

た
く
み
な
か
ら
く
り
で
民
衆
が
分
裂

す
る
よ
う
に
し
む
け
ま
し
た
。

門
前
府
は
ま
だ
武
士
に
対
す
る
良
工
サ

商
の
不
満
点
官
そ
ら
せ
武
上
の
身
分
を

保
つ
た
め
に
、
そ
の
下
に
さ
ら
に
時

ψ

民
身
分
と
し
て
〈
え
た
・
非
人
〉
の

ψ

身
分
を
お
い
て
ぷ
別
を
き
び
し
く
し

ψ

ま
し
た
o

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
非
衛
止
し
的
で

ν

危
険
な
条
件
の
悪
い
場
所
に
居
住
さ

ψ

せ
ら
れ
、
職
業
も
人
の
い
や
が
る
も

ν

の
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
上
百
姓
-

M
伐

叫

の
と
き
な
ど
は
、
役
人
の
手
先
と
し

ψ

て
か
り
だ
さ
れ
一
般
の
者
か
ら
一
憎
し

ψ

み
を
か
う
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で

ψ

す
0

ψ
こ
の
よ
う
に
、
武
士
が
権
力
を
保

持
す
る
た
め
に
身
分
・
職
業
。
居
住

地
の
三
位
-
体
の
疋
別
を
加
え
る
な

ψ

と
し
て
政
策
的
に
・
控
室
L

作
り
あ
げ

た
の
で
す
。

ψ

政
策
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ

K

ぱ
当
然
っ
く
り
か
え
て
行
か
ね
ば
な

ら
ず
、
部
落
一
定
別
は
な
く
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
偏
見
を
な
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
o

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

T
止
T

l
半
l
v

成
り
上
っ
て
く
る
者
が
出
て
こ
な
い

よ
う
、
地
伎
の
友
だ
い
を
図
る
だ
め

新
し
い
社
会
の
仕
組
み
ゃ
)
作
る
必
要

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

秀
吉
は
検
地
と
万
狩
り
に
よ
っ
て
、

武
士
と
農
民
@
町
民
を
分
離
す
る
政

策
を
行
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な

る
と
さ
ら
に
、
こ
の
政
策
が
お
し
す

す
め
ら
れ
、
家
柄
や
格
式
・
社
会
的

地
位
を
同
定
し
て
、
民
衆
を
分
裂
・

対
立
さ
せ
て
武
士
の
地
位
を
不
動
の

も
の
に
す
る
た
め
の
身
分
制
度
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
務
府
は
政
権
の
安
定
と
維
持

を
は
か
り
、
民
衆
の
大
部
分
を
占
め

て
い
た
農
民
が
団
結
し
て
反
抗
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
政
策
的
に
民

衆
を
「
農
工
商
」
の
順
で
身
分
区
分

し
、
百
姓
は
重
い
年
貢
を
と
ら
れ
生

活
ま
で
規
制
ぎ
れ
て
み
じ
め
な
生
活

で
し
た
が
、
町
人
よ
り
上
の
身
分
と

さ
れ
町
人
の
中
で
も
職
人
を
工
の
身

分
と
し
て
商
人
の
上
に
お
く
な
ど
、

前

ホ

l

l

k

r

r

愛
媛
県
教
育
会
俳
句
大
会
人
選
作
品

〈
優
秀
〉

ぼ
ん
お
ど
り
下
手
が
入
っ
て
も
り
あ
が
る

落
と
し
水
静
か
な
村
に
響
き
わ
た
る

す
す
ぎ
の
ほ
子
供
の
声
に
少
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